
｢研究」

繰り返し再現された膳結凝灰岩にかかる五老ヶ滝

田口清行．・渡辺一徳*‘

3，阿蘇－4火砕流とよばれている（小野ほ

か，1977，渡辺，2001など)．これまでの研

究成果を参考に，それらの概略を表-1に示

す．

矢部町一帯の阿蘇火砕流については，渡辺，

藤本（1991,95）及び藤本(2001)などの研

究がある．五老ケ滝周辺地域は，阿蘇－1，

阿蘇－2，阿蘇－3，阿蘇－4のほとんどすべ

てを観察することができる重要な場所である

と同時に火砕流地質を理解するためにも大変

1．はじめに

五老ケ滝は，阿蘇外輪南麓の矢部町の中央

に位置する（図-1)．五老ケ滝上流には通潤

橋がありこの地域一帯は観光名所として多く

の人達が訪れるところである．

この地域には，阿蘇火砕流堆積物が広く分

布している（図－2)．五老ケ滝も阿蘇火砕

流堆積物にかかっている．阿蘇火砕流につい

ては4回の大きな噴火があったことが知られ

ており，それらは阿蘇-1,阿蘇-2,阿蘇一
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図－1：五老ケ滝位置図（矢部町全図一部使用）
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貴軍な地域である．

本報告ではまず五老ケ滝周辺地域に見られ

る阿蘇火砕流堆積物について述べ，あわせて

五老ケ沌と阿蘇火砕流の関係についても考察

する．

以下，誤解のおそれのないときは火砕流及

び火砕流堆積物を単に“阿蘇－1”のよう

に呼ぶ．

に滝がかかっていることがわかる．

滝つぼの水面から4～5mの高さまで円牒

を主体とする牒層がある．この喋層は滝つぼ

下流の川底にも見られ，滝付近で観察できる

最下位の地層である．その時代についてははっ

きりしていないが，阿蘇外輪南西斜面などに

分布し，阿蘇-1の下位に存在する下陣牒層

(田村ほか，1983）と対比できるのではない

かと考えている．

この牒層上に固くしまったローム層がある．

その上位に阿蘇-1がのる．最下部には阿蘇－

1の本体直前の軽石混じりの火山灰層がある．

その上に灰黒色のガラス質火山灰を主体とす

る非溶結層がある．この層はすぐに上の強溶

結脳に漸移する（写真－2)．そして，滝の上

2．「五老ケ滝」周辺に見られる阿蘇火砕流

堆積物

1）五老ケ滝

五老ケ滝は高さ約50m.町の文化財に指

定されている．写真-1,図-3を見ると柱

状節理の発達した岩体（阿蘇火砕流堆積物）
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図－2：五老ケ滝周辺地域の地質図（田村ほか，1983に加筆）
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ユニット程
K-Ar年代

(松本ら,1991

阿蘇一 8.9±0.7万年前

阿蘇－3 12,3±0.6万年前

阿蘇－2 14.1±0.5万n

阿蘇一： 26.6±l.'l万年間

表－1：阿蘇火砕流の概要

体稚
(渡辺,2001

soy以_上

4Ok耐以｣二

z5y以上

soy以_上

岩相とユニット区分

(主に小野ほか,1977,渡辺･小野,1969など＞

･塩基性輝石角閃石安山岩～輝石角閃石流紋岩
･阿蘇火砕流の中で唯一角閃石を含む
。東方で2つ（下位からA,B)
･西方で8つのサブユニット
HAは軽石流からスコリア流まで多様
"IBは角閃石の目立つ溶結凝灰岩

･塩基性～中性の輝石安ill岩，輝石デイサイト

蕊撫憾職総：
･塩基性～に1
．3つのサブ

･2Rはスコ 鰯雲総蕊碁
サイ：

B)

･2Aは軽石流及びスコリア流でしばしば強溶結

､領蝶ﾉ舗鎖撫綴碧灘職造しば
･輝石流紋岩

:警騨灘聴黙山順を伴う
.表層は赤褐色~機赤観蕊殴蔵化

写真－1：滝つぼ横の休憩所から見た五老ケ箕
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図－3：写真－1のスケッチと説明
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面までこの阿蘇-1であり，五老ケ滝の地形

のほとんどを形作っている．

強溶結層には柱状節理が発達している．節

理は，冷却面に垂直に生じ，冷却而から離れ

るに従って鉛直方向に|句かう（小野ほか，

1977)．そのため節理は火砕流の堆積後，下

位の旧地形との接触面から冷やされ上方|可に

でき（ロアーコロネード)，また，堆積上面

から冷やされ下方|句にできる（アッパーコロ

ネード)．上下方向から伸びた節理は中央部

でぶつかるとき，上下から冷却され急激に冷

える．また，伸びる方向を探し乱れるのであ

る（エンターブラチャー）（写真－1，図－3)．

さらに，放射状の特異な節理（写真－3）も

見られ，これは例えば水が浸み込んだことが

原因と考えられる．また，柱状節理が発達し

た面をよく観察すると，機方|句にわれ目が見

える．その明瞭さは様々であるが，そのうち

のいくつかはフローユニットの境界を表わし

ていると思われる．

滝つぼから流れ出す川の左岸側（休憩所の

対岸）では，阿蘇－1を斜めにおおう阿蘇一

2を見ることができる（写真－4)．

阿蘇－1が浸食により削られ，その上に，

大きな阿蘇－1の角牒を含む崖錐堆積物がの

る．それらを白っぽい灰褐色の火山灰層がお

おい，続いてその上位に弱く溶結した灰黒色の

火砕流堆積物がのる．これが阿蘇-2(2A

である，上部には，柱状節理が発達する部分

がのる（阿蘇-2B).I峡谷部入り口付近で

は，阿蘇-2Aと阿蘇－2Bの境界が見える

(写真－5)．阿蘇-2Bでは，薄い阿蘇-2A

写真－2：下位磯層から阿蘇－1への地層の

変化の様子

写真－3：五老ケ滝の阿蘇－1強溶結層に見

られる放射状の特異な節理

写真－4：休憩所対岸の喋層～阿蘇－1～阿蘇－2への地層の変化の様子
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と阿蘇-2Bの境界部から冷却による柱状節

理が目立つようになる．しかし，この節理の

方|句は阿蘇-2Aの堆積上面の傾斜のためで，

堆積上面に対しては垂直である．滝に見られ

る阿蘇-1ほど強く溶結しない．川の両側で

この阿蘇－2が観察でき，つり橋下は峡谷を

形成している（写真－6)．さらに，川下の左

岸側では河鹿橋の下流約100mまでこの阿蘇一

2が続いている．

また，滝つぼから流れ出る本流の川底では

さきほどの牒層上にわずかに崖錐性堆積物を

挟み，阿蘇－2が重なっていることが観察で

きる．

滝の右岸側（休憩所側）の壁は崩れ落ちた

阿蘇－1の角傑のため下位の牒層などみるこ

とができない．さらに，右岸側は，植生が邪

魔して左岸側のように阿蘇－1と阿蘇－2の

関係を直接見ることは難しい．写真－5：峡谷部入り口付近に見られる阿蘇一

2Aと阿蘇-2B

’

図－4：観察地点図（矢部町全図に一部加筆：
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写真－6：阿蘇－2でできている峡谷部の様子
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写真－7：地点③で見られるスコリア

2）布田神社～史料館～五老ケ滝へのルート

布田神社機を下って，史料館へ向かう坂の

左側を探すと角閃石を含んだ軽石がある（地

点①)．この軽石を含む層が阿蘇－4である

史料館機から五老ケ滝へ|句かって遊歩道が

のびている．狭い舗装されていない道を下る

と赤みの強い阿蘇－2の最上部の風化帯が足

下に現われる（地点②)．なお，地点①では

阿蘇－4が見られ，地点②では阿蘇－2が貝

－7－

写真－8：水神堂裏（地点⑤）の阿蘇－4の崖

られるので，その間に阿蘇－3があると予想

されるが，この道沿いでははっきりしない．

さらに下ると右側に黒色で無斑晶，多孔質の

スコリアを多く含んだ阿蘇－2が見られる

(地点③)．これはスコリアの様子（写真－7

から阿蘇-2Bと考えられる，ここでは，‐

位に阿蘇－1，－2間のローム層も見られる

この関係は，水ﾈIll橋たもとまで続きさらに崖

沿いの旧歩道沿いに続くが，その後，谷底に

急激に~ドがっていく（地点④，図－2)．

水神橋を渡り切ると水神を祭った水神堂が

ある．お堂の中には湧水がある（地点⑤)．

これは，阿蘇－3の強溶結層が不透水層にな

り，阿蘇－3強溶結層上面から湧出している

ものと考えられる．

お堂の裏側は大きな塵になっており，崖の

上部は阿蘇－4が厚く堆積している．ここの

阿蘇-4J二部は，黒みのある赤紫色の軽石一

大きなものが多い．下部は傑質で，その中に

角閃石を含んだ灰白色の軽石を見つけるここ

ができる．その境界はお堂の屋根より少し高



写真－9：地点⑦に見られる阿蘇-3Wの軽

石層

写真－10：地点⑨に見られるスコリア

－8－

い位置である（写真－8)．阿蘇－3と阿蘇－

4の境界は水が湧き出す（しみ出す）部分で

ある．上位の阿蘇－4は非溶結で，その下部

は牒質で水の通りがよい．一方う下位の阿蘇－

3は強溶結でこの部分が不透水層となってい

る．阿蘇－3上部の非～弱溶結部は浸食され

たために失われている．水神橋からさらに下

ると，右側では，阿蘇－3強溶結層上面から

水がしみ出す様子がわかる．左側の崖を覗く

と阿蘇－2上部の風化帯が見え，その下に阿

蘇－2本体であるスコリア流堆積物が見える

(地点⑥)．

五老橋の手前右側で，白っぽい軽石層を観

察できる（地点⑦写真－9)．これは，阿蘇一

3A直前の白っぽい降下軽石層（阿蘇-3W)

である．酸化した鉄分の影響で赤く変色して

いるところもある．この軽石層の下位には一

部ガラス質の黒色スコリアを含む阿蘇－2の

風化帯がある．‐'二位は，灰褐色の層で軽石を

含む（阿蘇-3A)が，その上部には黒色で

一部発泡の悪いガラス質の岩塊が多くなる

(阿蘇-3B)．五老橋からは，地点⑦から続

いた阿蘇－2，－3の火砕流堆積物が観察で

きる．

五老橋を渡り切った右側にも阿蘇－2，－

3の境界部が見えるが，少し下ると阿蘇－2

に取り込まれた成層した堆積物の巨大な塊が

見られる（地点⑧)．

さらに，急な階段沿いに下る．右側の崖沿

いに，部分的に植生に覆われるが，阿蘇－2

である黒色のスコリア流堆積物が観察できる

(地点⑨，写真-10)．固くしまっていてスコ

リアは無斑晶，多孔質であり，阿蘇-2Bで

ある．

やがて，滝つぼへ下る道とつり橋方向へ上

る道に分かれる．まず，滝つぼにある休憩所

へ下る道について説明する．まず急な階段を

下る．この階段左側にも先程の阿蘇－2が連

続して見られる．さらに下ると傾斜が緩やか

になり，今度は右側に観察できる．徐々に溶

結度が高くなり，柱状節理が見られるように



写真－11：阿蘇－2に生じたおう穴

なる（地点⑩)．

道は川の機まで出て，滝つぼ方向と川下方

向へ分かれる．道が分岐する前方の川底で，

阿蘇－2の下位に崖雌性堆積物をわずかに挟

むものの，阿蘇-1を挟まず，篠層が存在す

ることが確認できる（地点⑪)．磯層は滝つ

ぼ・休憩所方向まで川底に確認できる．滝つ

ぼ周辺は前項を参照．

川下方向へは阿蘇－2が連続していること

が確認できる．また，ここでは，浸食作用で

できた「おう穴（写真-11)」が見られる．

川下方向ヘイihびる道は，阿蘇-2がl峡谷状に

なった部分の川の右岸側を回廊状に作られて

いる．ここでは左右に阿蘇-2Bがやや強く

溶結した様子が観察できる（地点⑫)．詳細

は前項で述べたので省略する．

先程の地点⑨付近から，上のつり橋へ行く

道について説明する．右側の崖では阿蘇－2

Bが連続して観察できる．やがて，上り切る

手前に阿蘇-2Bの上に阿蘇-3が軍なる様

子が観察できる（地点⑬)．阿蘇-2Bのス

コリア流堆積物上而は赤色に風化が進み，上

部は粘土化したマトリックスにスコリアを含

む．その上位には部分I'l，に傑を挟むが，黒色

で，一部ガラス質のスコリアが確認できる

(阿蘇-3B)(写真-12).ここではil離石

層（阿蘇-3A)は確認できない．

3）布田神社前駐車場南側から下り，つり橋・

河鹿橋へつながる遊歩道

布iir|i|i社前の駐車場南側からつり橋へ直接

－9－

写真－12：地点⑬に見られる阿蘇-33の様子

下る遊歩道（途¥¥¥平行して2本作られている

が整怖されている．道の途ll］に五老ケ滝をー

から眺める展望所が2ケ所ある．また，つり

橋手前から南側に~ドり，河鹿橘方|句へも遊歩

道は伸びている．

駐車場付近は阿蘇－4であると思われるが．

良好な露頭はない．また，遊歩道沿いもしば

らくは植生に覆われ，露頭がない．ただ，駐

車場から少し下った右側の畑で阿蘇』－4に特

徴的な角閃石を含んだ!|隆石を見つけることが

できる．

遊歩道を下り，つり橋までの道沿いにも良

好な露頭はない．

また，この遊歩道は先程の地点⑨からの道

と合流している．つり橋へ下る途中に，南側

ﾍｰドる道がある．そこを下ると右側に態が現

われる（地点⑭)．崖の主体は灰紫色の職右

流堆積物（阿蘇-3A)である．崖の右上に

上ると，無斑晶で，一部発泡の悪いガラス質

の岩塊（阿蘇-3B)が観察できる．これは，

地点⑬で見られた瑞塊と同じものである．逆



に，崖沿いに左（谷）側に斜面を~ドりると，

地点⑦で見たものと|司じ白っぽい11醗石層（阿

蘇-3W)が観察できる（写真-13)．ここ

でも下位に阿蘇－2の風化帯，上位に灰褐色

の層でil蕊石を含む火山灰層（阿蘇-3A下部）

が確認でき，やがて，この崖の主体である阿

蘇-3AのIl離石流堆横物に漸移する．この地

点⑬と地点⑭は連続していると考えられるが，

地点⑬では地点⑭で見られる軽石層や軽石流

堆積物がそれ以前の地形の傾斜や浸食のため

欠落しているものと考えられる．

遊歩道を下ると，道枇の崖の植生の間にわ

ずかに阿蘇－2，－3間のローム層を確認で

きる．

さらに下ると，阿蘇－2が連続して見える

ようになり，下るにつれて，溶結度も高くなっ

ていく．やがて，川の桃に出るところ，峡谷

部の出口で滝つぼからの回廊状の道と合流す

る．

合流した遊歩道のすぐ椎で小さな川が西か

ら五老ケ滝川に合流している．遊歩道はこの

写真－13：地点⑭下部の白っぽい軽石層

（阿蘇-3W)の様子
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川を渡って河腿橋に続いている．道の途中に

は，休憩舎が作ってある．この小川の南側の

林の中に大きな崖がある（地点⑮)．近づく

と地点⑭とl司じ灰紫色の!|曝石流堆積物(阿蘇一

3A)であることがわかる．この崖を南側に

回りこむと，谷がある．谷を奥に進むと，奥

は広くなっている（地点⑯)．先程の阿蘇一

3Aを追って，谷に入るとすぐ阿蘇-3A下

位の白っぽいi1曝石屑（阿蘇-3W)が確認で

きる．この!|曝石層は奥の滝の方|可に急激に登

り上がるように続いている．そして，その下

位には阿蘇-2Bの溶結層が現われる．対岸

の崖は阿蘇-2Bである．この阿蘇-2Bの

溶結層はそのまま東側へ続いて休憩舎南側の

崖を作っている．これは，河鹿橋の付近まで

続く．

河鹿橋の右岸側のたもとには，再び，灰紫

色の軽石流堆猫物である阿蘇-3Aの大きな

崖がある（地点⑰)．この崖の西側の谷に沿っ

て上ると阿蘇－2と阿蘇－3の境界部が見ら

れる．

阿蘇-3Aの雄は川下側に続く．川下右岸

側に谷があるが，塵沿いに川を回り込んで谷

に近づくことは水深があり無理である．そこ

で一旦台地上にもどって，上から~ドりていく

とそこも地点⑯と同じように奥が谷幅より広

く削られた小さな滝になっている（地点⑱)．

滝中央は柱状節理のある溶結した阿蘇－2で

できている．谷の両側では阿蘇－3が見られ

る．溶結した阿蘇－2は急斜面で，その上部

はわずかに風化している．その上位に白っぽ

い!|畷石層（阿蘇-3W)がのっている．この

!|騒石屑は斜而を下るほど徐々に厚みをまして

いる．この職石層（|阿蘇-3W)の上位は地

点⑭と同じように阿蘇-3Aへ変わっていく

(写真-14).

河鹿橋を渡って，川の左岸に出ると阿蘇一

2の連続した崖となる．崖の一段上には黒っ

ぽい赤紫色ll離石を多く含む阿蘇-4の崖が見

られる．阿蘇－3は植生の関係で確認できな

いまた，遊歩道が五老ケ滝川から離れ上に



方向を変える右側に小さな滝があるが，そこ

にも阿蘇－4が観察できる．右岸側は阿蘇一

3が続く．

4）つり橋を渡った左岸台地上の遊歩道，そ

の他

つり橘を波ると左岸の台地上にでる．この

－－淵も遊歩道が整附されているが，田畑が多

く，植生に覆われているところが多い．しか

し，何ケ所かで阿蘇火砕流堆積物が観察でき

る．

墓地枇のﾉNilとその周辺の田のふちに阿蘇－

11-2間のローム層が確認できる（地点⑲).

このすぐ近くから滝上部の川原（通淵橋の下）

に~ドりることができ，阿蘇－1の強溶結部を

直接観察できる（地点⑳)．

遊歩道は通潤橋枇の岩尾城二の丸跡の公園

に続く．この付近（地点⑳，⑳）では，長石

斑晶が目立つ多斑晶質スコリア（写真-15）

を含む阿蘇-3Cが観察できる．

ここを下って城山橋からは阿蘇－1の強溶

結部が観察できる（地点⑳，写真-16)．阿

写真－14：地点⑱に見られる，阿蘇－2の

急斜面（滝部分）にのる阿蘇-3W～3A(右＞

－1『

蘇一1の強溶結部は聯橘からも観察できる

(地点⑳)．城ill橘の左岸側のたもと付近では

道路桃に阿蘇-1,阿蘇-2の境界部が観察

できる．

通淵橋近くの物産館蕊の大きな崖では阿蘇－

3Bのスコリア流堆積物が観察できる（地点

⑳)．さらに，その上を走る県道機の崖でも

阿蘇－3のスコリア流堆積物が観察できる

(地点⑳)．

物産館から，国民宿舎に上がる道沿いでは

まず，物産館裏にも見られる阿蘇-3Bとそ

の上位には阿蘇-3Cの堆積物の崖（地点⑳＞

が見られる．さらに進むと角閃石を含んだ軽

石が特徴的に見られる阿蘇－4の崖（地点⑳）

が続く．この五老ケ滝川右岸の通淵橋のたも

と周辺では阿蘇－4がよく見られる．

写真－15：地点⑳，⑳の阿蘇-3Cに見られ

る多斑晶質スコリア

写真－16：城山橋から見る阿蘇－1の強溶結部



3．「五老ケ滝」形成史に関する－考察

五老ケ滝は強溶結で，柱状節理の発達した

阿蘇-1にかかっている．しかし，滝の左岸

側に追うと阿蘇－2がのることが確認できる．

阿蘇－3も周辺に広く見られる．また，阿蘇一

4も存在する．これらのことを考えると，そ

れぞれの火砕流噴火時には阿蘇－2，－3，－

4それぞれが五老ケ滝に到達し滝を埋めてし

まったことが想像できる．しかし，五老ケ滝

は阿蘇火砕流ではもっとも古い阿蘇-1でで

きているのである．つまり，その上に堆積し

たであろう阿蘇－2，－3，－4の火砕流堆

積物は削られてしまったのである．もちろん，

阿蘇-1も上部の非～弱溶結部は削られてい

る．

では，なぜここに五老ケ滝ができたのか？

なぜ五老ケ滝川が流れているのか？このこと

については，火砕流堆積物の性質が大きく関

係している．

火砕流が起伏のある基盤地形を埋積した場

合，地形の起伏は埋められ表面はほぼ平坦で

あったはずである．そのため，堆積物の厚さ

は起伏と共に増減する（図－5)．堆積物の厚

さは，溶結作用と密接に関係があり，堆積物

が厚くなると溶結部も厚くなり，かつ，より

強く溶結する傾向がある．したがって，もと

もと厚く堆積した基盤地形の低まりの部分で

は，収縮量が大きいのに対して，基盤の高ま

りの部分では小さくなる．すなわち，溶結後

の堆積面の起伏には，基盤地形の起伏が反映

されることになる．つまり，旧河谷沿いの厚

く堆積した部分では圧密により，表面の沈降

が起こり，そのために，新たに作られる水系

は旧河谷の流路を再現する場合が多くなるの

である（小野,1977,横山,1983).

阿蘇火砕流堆積物の量は4回ともioyを

超える大型火砕流である（表-1).それぞ

れの火砕流はその都度この地域の谷を埋積し

たことはその堆積物の分布から明らかである．

それを考えるとこの地域でも，上述の火砕流

堆積物の性質からそれぞれの火砕流の前後の

流路はほとんど変わっていなかったことが予

想できる．

以上のことを基に五老ケ滝の形成史を考え

る．五老ケ滝付近は阿蘇火砕流活動以前には，

旧五老ケ滝川が流れる谷地形であり，喋層が

堆積していた．そして，阿蘇-1火砕流の噴

火活動が始まる．谷を埋めた阿蘇-1は谷の

中央で強く溶結した．また，滝に見られるよ

うに非常に厚くそして織密な強溶結部が存在

することはかなり深い谷であったと考えられ

る．溶結の結果，圧密による谷中心部の堆積

面の沈降で，再びここに川が流れた．そして，

阿蘇火山の活動は阿蘇-1火砕流の活動後

10万年以上の長い休止期に入る．その間，

旧五老ケ滝川は，阿蘇－1を浸食していった．

やがて，浸食は強溶結部に達する．この強溶

結部は非常に綴密で固いため，浸食はなかな

か進まない．ところが，この部分は柱状節理

が発達しているため，この節理面で堆積物は

剥ぎとられる．そして，剥ぎとられながら，

滝は上流側へ後退するとともに，下方への浸

図－5：溶結部の発達状態と基盤地形の起伏との関係（横山，1983）
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食も進んでいった．この五老ケ滝だけでなく

柱状節理が発達した場所では，節理面で堆積

物が剥ぎとられるため，垂直に近い崖を作る

ことが多い．つまり，この綴密で固く柱状節

理の発達した阿蘇－1の存在が五老ケ滝を形

成したといってよい．

さらに，滝つぼ付近では浸食により阿蘇－

1がすべて削りとられたことがわかる（地点

⑪)．なぜなら，喋層に阿蘇-1を挟まず，

阿蘇－2がのっているからである．つまり，

滝から少し下流に下った位置では，阿蘇－2

火砕流の活動前に川の浸食が喋層にまで進ん

でいたことになる．また，滝の左岸側に見ら

れる阿蘇－1の浸食面の傾斜が急なことから

も阿蘇－2火砕流の活動以前にすでに阿蘇一

1にかかる滝が現在と近い形で存在していた

ことがわかる．また，阿蘇－2が滝の下流で

強溶結の峡谷を作っている．これは阿蘇－2

がかなり厚く堆積したことを意味する．つま

り，滝つぼより下流側の谷を厚く埋積した結

果であり，かなり深い谷（滝っぽの可能性も）

が存在していたことを意味する．ただ，当時

の五老ケ滝の位置については，現在より下流

側に位置していたと考えられる．それは，阿

蘇一2以後の活動の間の休止期がそれぞれ数

万年単位と長いことや阿蘇－4の活動が終わっ

て，少なくとも9万年もの時間があり，その

間にも浸食は進み，滝は若干後退したと考え

られるからである．

そして，阿蘇－2の活動が始まり，五老ケ

滝川は阿蘇－2によって埋積された．やがて，

阿蘇－2も溶結の結果，谷中心部が沈降し，

流路が復元された．阿蘇－2の活動後の休止

期には復元された流路に沿って浸食は進んだ．

やがて，阿蘇－2のやや強い溶結部である峡

谷部のところで一旦，滝を形成したと考えら

れる．それは，峡谷出口が大きく広がり，ま

た，深く下方浸食されているからである．ま

た，そのことは阿蘇－3がそこより下流側で

より厚く堆積することからもわかる．

その後，阿蘇－3の活動が始まり，谷は同
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1)喋層上にローム層堆積後、阿蘇－1が堆積
（谷埋めが起こり、強い溶結作用が起こる）

邸1町
2)阿蘇－1堆積後、浸食が起こり、河道は復元さ
れ、強溶結部は柱状節理の影響で滝を形成

3)旧五老ケ滝形成後、阿蘇－2が堆積
（阿蘇－1同様に谷埋めが起こり、溶結する】

4)阿蘇－2堆積後、浸食が起こり、河道が復元
される。その後、阿蘇－3が堆積する

卿ﾕ山畿王
ooooヘミーニ.望む一生二

5)阿蘇－3堆積後、浸食、河道復元され、さらに
阿蘇－4堆積後も同様のことが起こる。

、
o o － － －

ooo
ooo

図－6：五老ケ滝復元過程模式図



じように埋穂され,IIIび流路の復元が起こり，

浸食された．そして，阿蘇－3の溶結部にか

かる滝も存在していたと考えられる．阿蘇一

4においても同様のことが起こった．そして，

阿蘇－4の活動が終了し浸食が進行した．阿

蘇－4，阿蘇－3と浸食され，阿蘇－2の峡谷

部の滝は選択mに現河道が浸食され，峡谷状

に深く削り込まれた．さらに，浸食は進み，

ついに阿蘇-1の強溶結部に達し，現在に至っ

た．

また，五老ケ滝周辺にはいくつかの小さな

滝地形（地点⑯，⑱）があることは前に述べ

た．ここは共通して，阿蘇－2の強溶結部ま

で浸食が進み，その上に，直接，阿蘇－3火

砕流堆積物がのっている．しかし，それらの

流路では再び，｜珂蘇－3火砕流堆積物はすべ

て削りとられ，阿蘇－2火砕流堆積物の強溶

結部が現われている．もちろん，阿蘇－4火

砕流堆積後も流路の復元が起きたのであろう．

しかし，ここでは阿蘇－1火砕流までは浸食

が達していない．この浸食の述いは水量の大

きな差によるものと考えられる．

4．まとめ

この五老ケ滝周辺は阿蘇－1，－2，－3，

－4のそれぞれの火砕流堆砿物が観察できる

重要な地域である．また，今|画'’五老ケ滝の

形成について一つの考察を示した．五老ケ滝

川の流路は，“大型火砕流堆積物に起こる溶

結作用が影響し，雅盤の地形の起伏は，堆積

地形に反映される”（横山,1983),つまり，

"新たに作られる水系は旧河谷の流路を再現

する”（小野ほか,1977)ということから阿

蘇-1火砕流唯職物より以前にすでにここに

あった．I*ﾘ蘇-1火砕流唯職物の徹密で固く，

柱状節理の発迷した強溶結部により，五老ケ

滝ができたということである．さらに，その

後の阿蘇－2，－3，－4の火砕流が堆積し

た後も流路の両現により，五老ケ滝川は復元

された．そして，その部度，滝は下流から上

流へ浸食を繰り返し後退していき，阿蘇-1

－14－

まで及び，現在のようになったのである．

ただ，現在，この瓶老ケ滝周囲の崖はかな

り西に広がっている．これは，阿蘇-1の活

動後の浸食II寺に古い五老ケ滝川が流路を変え

ていた可能性や，西側から別の河川の流入も

影響した可能性がある．

五老ケ滝四方1kmには千滝があり，この滝

も阿蘇-1にかかっておりl司様な変遷が考え

られる．
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